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研究成果の概要（和文）：「防災科学の知見は現実の被害軽減に役立たない」という批判の打破を目指し、災害
発生直後に焦点をあて、被害軽減を可能にすることを目的とする。従来からの防災科学における「理学、工学、
社会科学的知見」の蓄積を統合し、人間は意思決定に関して限定合理性しか持ちえないという行動科学的制約を
踏まえた「人間・組織の性能や認知傾向」と関連させて、個人、組織、地域における防災力を向上させる仕組み
の構築を目指し、人間特性の解明、そのモデル化と、知の統合方法の開発を行った。

研究成果の概要（英文）：To challenge the criticism that damage and losses due to natural disaster 
keep increasing despite the research on disaster risk reduction, this study focus on the development
 of disaster reduction systems at the onset phase of disasters.  Based on the findings obtained from
 the existing natural science and technology as well as social sciences in the field of natural 
disasters, this study aims to explore cognitive processes for decision making for safety at the time
 of disasters in the following three domains: understanding of human constraints revealed at the 
time of natural disasters, development of human models with limited rationality, and development of 
tools for integrating information from various sub-domains of natural disasters.

研究分野：複合領域、社会・安全システム科学、社会システム工学・安全システム
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
本研究では、「防災科学の知見は現実の被
害軽減に役立たない」という批判の打破を目
指す。人間の意思 決定に関する限定合理性
の理論枠組みを防災・減災という社会的文脈
で展開し、「被害軽減を実現する行動 科学メ
カニズム」を解明する。 
従来からの「理学、工 学、社会科学的知
見」の蓄積を「人間・組織の性能や認知傾向」
に基づき統合・再配置し、個人、組織、地域
における防災力を向上させる仕組みを構築
する。 
 
２．研究の目的 
限定合理性しか持たない人間の意思決定
メカニズムの解明と対応行動実現のための
態度・知識・技能の改善法を提案し、「避難
行動」「初期消火」「負傷軽減」といった災害
発生初期の行動を主たる対象として大規模
災害における大幅な減災をはかる方策の明
確化を目的とする。 
 

 
図１ 減災の決め手となる行動防災学の構造 
 
３．研究の方法 
被害軽減を実現する行動科学メカニズム
の解明と対応行動実現のための態度・知識・
技能の改善方法を提案するため図 1に示す５
つの課題を設定する。研究の中心として、①
人間の認識世界における防災・減災という文
脈での意思決定メカニズムの解明を置く。そ
の出力として、②適切な防災・減災行動が実
現されているかを測る行動変容の定量的測
定法を開発する。また、環境からの入力とし
て、従来の防災分野の知見を再整理して、③
自然世界におけるマルチハザードに対応し
た総合的な外力発生シミュレーションを可
能とする仕組みを構築し、④人間世界におけ
る複雑で多分野にわたる被害を予測する仕
組みの構築、を行う。これらの成果を統合し
て、人間への最終的な入力となる、⑤総合的
な被害想定を実現する知のMashUpシステ

ムを構築する。 
 
４．研究成果 
研究分担者の個別研究を、被害軽減を実現
する行動科学メカニズムの解明と対応行動
実現のための態度・知識・技能の改善方法の
提案に向けて人間特性の究明、そのモデル化、
知の統合方法を検討に分けてまとめる。 
 
【人間特性の解明】 
田中は、2013 年台風第 26 号による記録的
な大雨によって伊豆大島で発生した土石流
災害を事例として住民の意思決定過程を検
討した。その結果を、2011 年東日本大震災時
及び 2016 年福島県沖の地震時の住民の判断
と行動と比較して、避難の意図はリスク情報
に加えて、災害進展の適切な知識や直前の災
害に大きく規定されることを実証的に明ら
かにした。 
田村は、2011 年東日本大震災における避難
行動等に関する面接調査（内閣府実施）によ
れば、870 名中 57.9%が直後避難、31％が用
事後避難、11%が切迫避難であり、意思決定
をから避難行動まで、短い時間での対応がと
られていることを踏まえて、釜石市で実施し
た被災者のインタビュービデオをもとに、感
情の輪(Robert Plutchik)に基づき、文脈ご
とに被災者の感情について、32 カテを用いて
分類を実施し、意思決定に与える恐怖・不安
感情の影響における因果関係について分析
した。 
林勲男は、東日本大震災における避難行動
等に関するデータを、被災地並びに文献・映
像から収集し、対応を規定する文化要因を検
討するとともに、海外からの支援受入れとい
う災害文化に焦点を当て、その形成・整備に
日本の国際協力で培った人材・知見の活用の
具体策を示した。 
平田は、過去の地震について、地震・津波・
台風・火災等が複合した影響を考察し、ハザ
ードに関する総合的な知の体系化をはかっ
た成果を踏まえて、2016 年熊本地震による続
発した強震動の社会的影響及びハザードと
被害に関する事前推定を、実際の揺れと被害、
自治体の対応との関連性を検討した。 
 
【そのモデル化】 
立木は、プロスペクト理論にもとづく「リ
スク選択志向」対「リスク回避志向」尺度を
開発し、大学生を被験者とした調査で、合理
性とリスク回避志向に有意な関係があるこ
とを確認した。また、2015 年に実施した兵庫
県民防災意識調査(2,800 票郵送、有効回答
1,103 票、有効回収率 39.3%)の結果、「確実
な損失に対するリスク回避」について、阪
神・淡路大震災未経験者ではプロスペクト理
論が予想する「リスク追求的バイアス」が中
程度以上のリスクには働くが、震災で大きな
被害を経験した者は、リスク認知と回避が正
のリニアな関係になることを発見した。同様



に、防災リテラシーが高い人は、阪神淡路大
震災で激甚な被害を受けた人と同じように、
プロスペクト理論の予想に反し、リスク追求
バイアスの影響を受けないことも明らかに
した。 

 
図２ 被災経験とリスク追及バイアスの関係 
 
渡辺は、サプライチェーン上の商流・物流
に焦点をあて、AreaBCM という概念を提唱し、
地域経済活動の大規模災害時の事業継続に
不可欠な企業間、官民間の情報共有および協
議体制の仕組みの設計・構築、演習を実施し、
国際的な妥当性の実証の場としてタイ国で
の SATREPS 案件採択につなげた。 
木村は、東日本大震災・新潟県中越地震・
阪神淡路大震災等を事例にした被災者調査
により、災害発生が被災者の行動・態度へ与
える変容を明らかにするとともに、態度・行
動変容の時間的変遷を明らかにした。その結
果を踏まえて、効果的な教育過程について構
築したフレームの検証・有効性・妥当性の検
証を行った。 
 
【知の統合手法】 
三谷は、地理情報システム(GIS)を活用し、
防災の専門家が住民に正しい災害の知識を
伝え、住民と行政が防災について意思疎通を
図ることのできる効果的なリスクコミュニ
ケーションの手法として、既存のハザードマ
ップを高度化した自然災害リスクマップの
作成手法を提案した。その結果「九州地理空
間情報ポータル」の運用を開始し、2017 年九
州北部豪雨災害で活用した。 
井ノ口は、水平避難を必要とする災害に対
する個人避難計画策定支援へのシステムの
開発と、被災者個人の生活再建過程における
情報処理モデルに関する研究を推進し、熊本
地震での実証を実施した。同時に、災害直後
の状況認識の統一の効率化に向けて、SNS デ
ータ（画像）が屋内被害を知る上で有効な情
報となり、深層学習を利活用すると機械分類
精度も 80％を超える実績を得ることを示し
た。 
鈴木は、マルチハザードシミュレーション

の方法を検討し、全国任意の地点での地震や
津波によるWeb上での被害想定を可能にする
とともに、データ・プラットフォーム・サー
ビスからなる三層構造の知の統合システム
を設計し、統合基盤を開発し、個人や行政が
合理的に意思決定をするための情報ニーズ
に応じて、科学的知見にもとづいてデータを
情報プロダクツ化し、それらを組み合わせな
がら提供する仕組みを設計した。  
 
 以上の個別課題に加えて、全体で実施して
きた研究会の中間とりまとめとして、本研究
の基本的な考え方を整理した、「しなやかな
社会の挑戦 CBRNE、サイバー攻撃、自然災害
に立ち向かう」を 2016 年 3月に日経 BP 社か
ら刊行した。本書は自然災害だけでなく、近
年憂慮されているCBRNEテロやサイバー攻撃
と行った新しいハザードも視野に入れて、災
害に対するレジリエンスの向上を、予測力、
予防力、対応力の観点からどのように高める
かについて平易に解説したものである。 
その後、CBRNE 事案における先進国同士で
の国際協力を実現するために何をすべきか
をテーマに米国の National Academy of 
Sciences と共同で 2017 年に CBRN Workshop
を開催し、CBRN 事案で先進国同士が助け合え
る枠組みを検討した。その結果、行動科学的
な要因を考慮に入れると、図 3に示すような
仕組みを事前に構築しておくことの重要性
が明らかになった。 

 
図３ 先進国間での災害時国際支援の仕組み 
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